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【手続補正書】
【提出日】令和3年1月15日(2021.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズ群を保持する鏡筒部と、カメラ本体に着脱可能に結合されるレンズマウントと、
前記鏡筒部と前記レンズマウントとの間に光軸方向に挟持されるスペーサと、を有する交
換レンズであって、
　前記スペーサは、光軸方向の一方の面に周方向に複数の第１の座面がそれぞれ光軸方向
に突出して設けられ、他方の面に周方向に複数の第２の座面がそれぞれ光軸方向に突出し
て設けられ、
　前記複数の第１の座面および前記複数の第２の座面のうちの一方の複数の座面は、前記
複数の第１の座面で近似される面に対して前記複数の第２の座面で近似される面が角度を
有するように、光軸方向の高さを異ならせて配置されていることを特徴とする交換レンズ
。
【請求項２】
　前記第１の座面と前記第２の座面とは、光軸方向に略平行であり、前記複数の第１の座
面および前記複数の第２の座面のうちの他方の座面で近似される面は、光軸と略直交する
面に沿って配置されていることを特徴とする請求項１に記載の交換レンズ。
【請求項３】
　前記複数の第１の座面および前記複数の第２の座面のうちの一方の複数の座面は、同一
の高さの座面を含むことを特徴とする請求項１又は２に記載の交換レンズ。
【請求項４】
　前記スペーサは、前記鏡筒部に対して光軸を中心に回転が可能に挟持されていることを
特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の交換レンズ。
【請求項５】
　前記鏡筒部と前記レンズマウントとは、前記スペーサを介して周方向に配置された複数
のねじにより光軸方向に締結されていることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項
に記載の交換レンズ。
【請求項６】
　前記第１の座面および前記第２の座面の数は、前記複数のねじの数の倍数であることを
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特徴とする請求項５に記載の交換レンズ。
【請求項７】
　前記複数の第１の座面および前記複数の第２の座面のうちの一方の複数の座面は、周方
向に交互に同一の高さの座面を有することを特徴とする請求項６に記載の交換レンズ。
【請求項８】
　カメラ本体と、前記カメラ本体に着脱可能に装着される交換レンズを備えるカメラシス
テムであって、
　前記交換レンズとして、請求項１乃至７のいずれか一項に記載の交換レンズを備えるこ
とを特徴とするカメラシステム。
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